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2025年12月期 第1四半期決算概要
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1. 2025年12月期 第1四半期決算概要 －業績ハイライト－

⚫ 売上高は425.4百万円(前年同期比+152.3％)、営業利益は54.0百万円(前年同期は△0.1百万

円)、経常利益は49.7百万円(前年同期は△0.1百万円)。

⚫ 全事業ともに順調に推移し、期初計画を大きく上回った。利益率向上を意識した

経営が功を奏し、営業利益・経常利益・純利益も前年同四半期より大幅に改善。

単位：百万円

2024年12月期
第1四半期累計

2025年12月期
第1四半期累計

前年同四半期
増減率

第1四半期
計画達成率

2025年12月期
業績予想

進捗率

売上高 168.6 425.4 ＋152.3% 133.0% 1,600 26.6%

営業利益 △0.1 54.0 ー 158.9% 170 31.8%

経常利益 △0.1 49.7 ー 146.3% 170 29.3%

純利益 △0.4 53.3 ー 222.3% 120 44.5%



5© AI storm Co., Ltd.  All Rights Reserved.

売上構成比

売上

425.4百万円

（+152.3%） 65%

35%

1. 2025年12月期 第1四半期決算概要 －セグメント別－

⚫ 第1四半期より「AIアドバイザリー事業」「AI&モルタル事業」「AIニュービジネス事

業」の３区分に変更

⚫ AIアドバイザリー事業の売上高は276.3百万円（前年同期比＋89.0％）、営業利益は

66.2百万円（同＋231.0％）、AI＆モルタル事業の売上高は149.1百万円（同＋

567.2％）、営業利益は41.3百万円（同＋105.8％）となった。

AIアドバイザリー事業
（旧 ITコンサルティング事業）AI＆モルタル事業

（旧 デジタルサイネージ事業）

• 売上高 276.3百万円

• 昨年受注したNetSuiteの導入支援に関

連する大型受注２件、及びJD Edwards

の３社システム統合に関連する大型案

件等が順調に推移

• 売上高 149.1百万円

• 東京都内２箇所に大型ビジョンの

取り付け実施。東京都以外からの

受注を獲得するなど順調に推移

※「AIニュービジネス事業」については当第1四半期に
おける実績がないため記載なし
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132 131 145 168
425

-3 1 0 0

54

2021/12期 2022/12期 2023/12期 2024/12期 2025/12期 2021/12期 2022/12期 2023/12期 2024/12期 2025/12期

通期

第1四半期累計

第4四半期

業績

予想

業績

予想

170

149

2
24

-64

1,600

1,422

671643

496

1. 2025年12月期 第1四半期決算概要 －業績推移－

⚫ 過去最高の売上高・営業利益を達成

⚫ 売上高進捗率26.6%、営業利益進捗率31.8％の水準

売上高 営業利益進捗率26.6％ 進捗率31.8％

単位：百万円 単位：百万円
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各事業の主要トピック
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2.各事業の主要トピック －AIアドバイザリー事業（旧ITコンサルティング事業） －

ERPコンサルティング AI・DX領域 M&A・新規事業

⚫ AI需要拡大のため、提案体制を大幅に拡大予定

⚫ 既存事業領域拡大・新規事業領域進出に向け、資本提携やM&Aを積極検討

• オラクル社のJD Edwards及び

NetSuiteに関連する案件を中心

に推移

• NetSuiteの需要拡大（昨年比２

倍）中、IBM社との協業連携を

強化しIBM社顧客への提案促進

• 人事コンサルティング分野に

おけるタレントマネジメント

の導入・支援の受注も増加

• あらゆる業界においてAI需要

が大幅に拡大中

• AIテクノロジー系企業との業

務提携を加速し、AI・DX領域

におけるサービス提供を準備

中

• 社内人員体制を継続強化し、

さらなる展開を予定

• Wi-Fi7事業参入：次世代通信規

格Wi-Fi7を搭載したルーター

「Wi-Fi7 GT-780」販売開始

• M&A：シナジーが期待できる

企業とのM&A交渉を積極推進

• BPO：BPO事業会社と提携協

業しスタートしたプロジェク

トも順調に推移
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2.各事業の主要トピック －AIアドバイザリー事業（旧ITコンサルティング事業） －
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2.各事業の主要トピック －AIアドバイザリー事業（旧ITコンサルティング事業） －
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2.各事業の主要トピック －AIアドバイザリー事業（旧ITコンサルティング事業） －
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2.各事業の主要トピック －AI&モルタル事業（旧デジタルサイネージ事業）－

⚫ LEDビジョンやデジタルサイネージの販売・レンタル・設置工事・コンテンツ

制作・運用管理・保守まで最適なソリューションをワンストップで提供中

⚫ LED看板設置とアドトラックによる広告がスタートし、順調に提案件数が増加
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2.各事業の主要トピック －AI&モルタル事業（旧デジタルサイネージ事業）－

⚫ 世界最先端プロダクトを有する台湾メーカーHarvatek Corporationとの独占販

売権取得後、本格的に、東京、大阪など複数個所にLED設置が進行中。



14© AI storm Co., Ltd.  All Rights Reserved.

2.各事業の主要トピック －AI&モルタル事業（旧デジタルサイネージ事業）－
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2.各事業の主要トピック －AI&モルタル事業（旧デジタルサイネージ事業）－

⚫ 昨年より事業参入した、各種貨物車両を対象とする匿名組合を活用したファン

ド（ＳＰＣ）事業が順調に推移、当第1四半期内に第２号ファンドまで組成完了。

第2四半期以降、第３号ファンドの組成も進行予定。

⚫ 従来のトラックリース事業にあった回収業務の煩雑さ、コスト増大、回収リス

ク、資産の不正利用などの課題を、当社独自技術による資産管理システムによ

り安心・安全な投資を実現していく
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持続的成長に向けた成長戦略
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3. 持続的成長に向けた成長戦略

2025年は既に発表の通り社名及び事業目的の変更を行うなど、更なる成長を目

指して構造改革を行って参ります。

その道しるべとして、2025年12月期を初年度とする三か年新中期経営計画を策

定致しました。

AIを基軸とした新たな事業戦略による成長をご期待ください。

『AIを核とした企業へ進化、事業ドメインの聖域なき改革』

『AI新規事業の創出とM&A/資本提携の積極推進』

3年後の目標時価総額 500億円
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3. 持続的成長に向けた成長戦略

業務コンサルの知見

製造・小売・金融・サービスなど多

業種のビジネスフローを把握

AIと既存システムの橋渡し

高度な最新AI技術と

既存技術・システムの

橋渡しが可能

実用性の高いAIの実装

顧客企業にとって

使いやすい「実用性の高いAI」

の実装が可能

ERP事業で得た強み AI市場での優位性

システム統合力

企業の基幹を支える

豊富なERP導入経験

顧客基盤

ERP導入を通じた粘着性の高い顧客

基盤・長期リレーションを保有

早期の売上創出

AI中心戦略に移行した後も

早期に売上創出が可能
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3. 持続的成長に向けた成長戦略

1 業界特化型『AIアドバイザリー事業』

• 製造・物流、流通・小売といった大きい市場規模を持つ業界に、ERP導入の知見

を活かし、「企業内機能領域」にAIソリューションを提供する。

• 例として、物流業界では画像認識AIを活用したトラック運行管理サービスを提供

しており、このような業務特化のAIソリューションを、コンサルティングと実装

の両面で提供する。

2 新業態展開『AI＆モルタル事業』

• 既存事業×AIで新しいビジネスモデルを構築する。

3 新事業開発『AIニュービジネス』

• AIの普及に伴う新たなビジネス領域へ参入する。

• M&Aや資本・業務提携を積極活用する。
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3. 持続的成長に向けた成長戦略

⚫ 中長期の持続的成長のため、4つの重点戦略を策定

人材戦略

• AI技術者の積極採用

• AIコンサルタントの社内教育

• M&Aを通じた人材確保

財務戦略

• 既存チャネル・既存顧客の活用

• AI関連新製品の投入

• IR/PRの強化

• メディアの積極活用

• M&A・資本提携

• 第三者割当増資による資金調達

• PIPEsの活用

• 今期から配当性向30％実現

• 自社株買いによる企業価値向上

顧客獲得戦略 株価・企業価値向上戦略
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APPENDIX
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当社関連市場の状況

AIアドバイザリー事業（旧 ITコンサルティング事業） AI&モルタル事業（旧 デジタルサイネージ事業）

⚫ 急成長市場で優位性のあるポジション獲得を実現する

2027年のデジタルサイネージ広告市場規模は

2023年比の174%増、1,396億円に

ERP市場はDX投資やレガシーシステムからのリ

プレイスの追い風を受け堅調に成長
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当社グローバルパートナー

⚫ 両事業において強力なグローバルパートナーと提携

AIアドバイザリー事業
（旧 ITコンサルティング

事業）

AI＆モルタル事業
（旧 デジタルサイネージ事

業）

データベース管理、クラウドサービスのグローバル企業（米国）

２４年以上に渡り日本オラクル株式会社の認定パートナー。

サービスは「NetSuite」、「JD Edwards」導入支援、保守・運用支援中。

国内拠点アライアンスパートナー７社中、最上位の位置づけ。

人材管理および学習管理システム提供のグローバル企業（米国）

LEDランプの台湾最大手企業（台湾上場）

液晶ディスプレー台湾大手企業（台湾上場）
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【AIアドバイザリー事業】Oracle NetSuite 主な導入企業
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【AI&モルタル事業】当社製品「LED VISION/液晶LCD」
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【AI&モルタル事業】トラックリース事業の市場性

⚫ 国内貨物輸送量の内、約9割をトラック輸送が担っており、物流における基幹的

な役割を果たしている。

⚫ トラックの平均使用年数は14.87年である一方、法定耐用年数は5年でその

ギャップにより中古市場が活性化している。
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会社概要

会社名
AIストーム株式会社
（AI storm Co., Ltd.）

資本金 95,000千円（2024年5月1日現在）

設立 1964年10月

上場証券
取引所

スタンダード（証券コード：3719）

URL https://www.ai-storm.co.jp/

人材派遣
許可番号

派13-311322

本社所在地
〒101-0054 東京都千代田区神田錦町
3-17-11 榮葉ビル9階

大阪事務所
所在地

〒550-0005 大阪府大阪市西区西本町
2-3-6 山岡ビル8階

事業内容
AIアドバイザリー事業
AI＆モルタル事業
AIニュービジネス事業

経営陣

代表取締役 今井 俊夫
副社長執行役員 陳 大軍
取締役 辛 澤
社外取締役 松田 華織
社外取締役 監査等委員 寺尾 潔
社外取締役 監査等委員 大澤 健太郎
社外取締役 監査等委員 陸 敏
社外取締役 監査等委員 仲摩 昌三



ご留意事項

本資料に記載されている業績予測や将来の見通しは、現時点で入手可能な情報に基づいて当社が判断した

ものであり、リスクや不確実性が含まれております。そのため、さまざまな要因の変動により、実際の業

績が記載された将来の見通しとは大きく異なる結果となる可能性があることをご了承ください。

AIストーム株式会社

IR担当 管理部 増尾 雅人

メールアドレス：masato-masuo@ai-storm.co.jp

お問合せ先
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